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　中山間地域における鳥獣か

ら農作物を守るため被害防止

ネットを設置するための総合

対策事業補助金です。

　コミュニティ助成事業の採

択を受け，名水丸池感謝の夕

べ実行委員会へイベント椅子

及び発電機等の備品購入を行

うための補助金です。

　貴重な永山古墳を後世に残

すため，石碑を設置する工事

費です。

　町道駅前砂走線の長谷踏切

改良に関連する町道整備を，

実施するための工事費です。

　コミュニティ助成事業の採

択を受け，地域行事等で使用

する音響機材等を購入するた

めのものです。

　農地や農業用水等の資源の

保全管理を行う土地改良区等

の団体に対する交付金の町負

担分（25％）です。

鳥獣被害防止総合
対策事業補助金

町道等整備工事費

農地・水・農村環境保全
向上活動支援事業負担金

社会教育用備品購入費

活力ある地域づくり
助成事業補助金

石碑設置工事費
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　川西地区永山踏切付近から

町堆肥センターまでの水道本

管が布設されていない区間の

給水の確保を図るため，水道

事業会計で行う水道管布設工

事に対する補助金です。

　県の事業採択を受け，町社

会福祉協議会へ委託する事業

で，要援護者を地域全体で支

える体制づくりを行うための

委託料です。

　第２回定例会は６月13日に招集され，６月29日までの17日間の会期で開催されました。
　今定例会では，平成23年度一般会計予算の繰越明許費繰越計算書，平成23年度水道事業会
計予算の繰越計算書の報告後，湧水町印鑑条例等の一部を改正する条例の制定や湧水町暴力
団排除条例の制定についてなどの条例関係の議案３件を可決しました。また，予算では，平
成24年度一般会計補正予算など３件を可決し，教育委員会委員の任命についての同意案件が
上程され同意しております。
　請願・陳情については，請願１件，陳情１件を採択，うち１件については議員発議でこれ
らに係る意見書を可決しました。また，継続審査となっていた陳情１件を一部採択としてお
ります。
　一般質問では，議員７名が13項目について質問しました。

　城山福祉センター敷地内法

面の崩落箇所を危険防止のた

め早急に整備するための工事

費です。

一般会計補正予算５, ６３８万５千円可決

総額　６８億２６５万６千円に

暮らし安心・地域
支え合い推進事業委託料

福祉センター施設等
整備工事費

水道管布設工事補助金

平成２４年 第２回定例会
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議案 提案理由等 結果

報告第１号 繰越明許費繰越計算書について

平成23年度湧水町一般会計補正予算の第７号で議決さ
れた繰越明許費を平成24年度に繰り越したので，地方
自治法施行令第146条第２項の規定により，報告する
もの。
（繰越した事業・・８事業　５億4282万９千円）

−

報告第２号 繰越計算書について

平成23年度湧水町水道事業会計予算で定めた建設改良
費において，道路改良工事の繰越に伴う工期延長のた
め，町道四ツ枝永山線水道管布設工事（２工区）57万
7500円を平成24年度に繰り越したので，地方公営企業
法第26条第３項の規定により，報告するもの。

−

同意第２号 教育委員会委員の任命について

教育委員会の委員の任期満了に伴い，地方教育行政の
組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により，
議会の同意を求め，湧水町川西　白川　俊一氏を任命
しようとするもの。

議案第29号
湧水町印鑑条例等の一部を改正
する条例の制定について

住民基本台帳法の一部を改正する法律及び関係する法
令等が本年７月９日に施行され，外国人住民が住民基
本台帳法の適用対象となることに伴い，関係する条例
の所要の改正をしようとするもの。

議案第30号

湧水町古墳公園の設置及び管理
に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

古墳公園の地番が，国土調査による成果により合筆さ
れたことに伴い，所要の改正を行うもの。

議案第31号
湧水町暴力団排除条例の制定に
ついて

暴力団の排除を推進し，町民の安全で平穏な生活の確
保を図るため，本条例を制定しようとするもの。

議案第3２号
平成24年度湧水町一般会計補正
予算（第２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ5638万５千円
を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ68
億265万６千円とするもの。

議案第3３号
平成24年度湧水町介護保険事業
特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1129万９千円
を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ12
億8042万９千円とするもの。

議案第3４号
平成24年度湧水町水道事業会計
補正予算（第２号）

平成23年度の吉松簡易水道新水源開発事業に伴う特別
損失の計上，県道木場吉松えびの線の県の道路改良工
事に合わせて，永山地内の本管未設置分への水道管布
設工事に係る補正が主なもの。

請願第１号
学校図書館の蔵書整備・充実に
関する請願書

Ｐ５参照

陳情第１号
町道松山線の早期改良整備に関
する陳情書 Ｐ５参照

陳情第２号

少人数学級の推進など定数改善，
義務教育費国庫負担制度２分の
１復元に係る意見書採択の要請
について

Ｐ５参照

発議第１号

少人数学級の推進など定数改善，
義務教育費国庫負担制度２分の
１復元に係る意見書について

Ｐ５参照

採　択

採　択

原案可
決

原案可
決

原案可
決

原案可
決

原案可
決

原案可
決

同　意

原案可
決

一部採
択
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　地方交付税「学校図書館整備５か年計画」による，学校図書館の蔵書整備
予算の増額措置及び地方交付税「住民に光をそそぐ事業」による，単年度予
算では整備が難しい高額な図鑑・百科事典等の整備費用の措置をお願いする
もの。

　町道松山線の早期改良整備実現に向けた取り組みを求めるもの。
１）松山踏切内拡幅整備工事
２）町道松山線　宇都三郎宅前から踏切までの道路側溝の整備
３）町道松山線　踏切から県道への取り付け道路の改善整備

　将来を担う子どもたちへの教育は極めて重要であり，子どもや若者の学びを切れめ目なく支援し，
人材育成・創出から雇用・就業の拡大につなげる必要がある。こうした観点から，さらなる少人数
学級の推進及び教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため，義務教育費国庫負担制度の国負担
割合を２分の１に復元することなどの旨の意見書を関係大臣へ提出していただきたいとするもの。

　我が国の児童生徒については，思考力・判断力・表現力等を
問う読解力に課題があるとされている。このことは若年層の
「活字離れ」，「読書離れ」といった現象を裏付けるものである。
とくに児童の発達段階における「読書体験」は情操の発達や論
理的思考を養うなど，あらゆる教育的要素を包括するものと考
えられ，学校教育における読書活動，すなわち学校図書館の整
備・充実が子ども達の健全な育成及び学習環境の充実につなが
るとする請願の主旨は理解できる。

　平成19年に提出された陳情書の経緯も踏まえ，町当局の現在までの取り組み状況の説
明を現地で受け，また，ＪＲ九州鹿児島支社及び公安委員会との協議を行い，その経緯
を踏まえ審査を行った結果，上記２），３）の２項目については利便性並びに安全性を
考慮し改善の必要性を認識する。しかしながら，１）に関しては国土交通省の踏切改良
に関する指針に沿う改修は，構造的に更には財政的に非常に困難と判断せざるを得ない。
　よって上記３項目のうち１）に関しては不採択，２），３）については採択と決定した。
　※なお，ＪＲ九州鹿児島支社との協議の中で，現在の踏切内のさらなる安全性向上対
策を講ずるとの確約を得た。

　日本は，ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）諸国に比べて，１学級当たりの児童生徒数
や教員１人当たりの児童生徒数が多くなっている。また，暴力行為や不登校，いじめ
等生徒指導面の課題が深刻化し，特別な支援を必要とする子どもが顕著に増えている
中で，一人ひとりの子どもに対するきめ細かな対応を行うためには，学級規模縮減以
外の様々な定数改善が必要である。さらに，三位一体改革により，義務教育費国庫負
担制度の国負担割合は，２分の１から３分の１に引き下げられ，自治体の財政を圧迫
しているとする陳情の主旨は理解できる。
　※採択により，関係各大臣宛てに意見書を提出しました。

学校図書館の蔵書整備・充実に関する請願書

町道松山線の早期改良整備に関する陳情書

少人数学級の推進など定数改善，義務教育費国庫負担制度
２分の１復元に係る意見書採択の要請について

　　　請願者：鹿児島県書店商業組合　理事長　楠田　哲久　氏
　　　紹介議員：池上　滝一

陳情者：松山自治会長　　久木元　辰雄　氏

陳情者：湧水町川西　平谷　和文　氏

採　択

一部採択

採　択

私
の
陳
情
書

どうなった！
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平
成
25
年
４
月
執

行
予
定
の
湧
水
町
長

選
挙
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。
立
候
補
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
が
、
ま
だ

決
意
で
き
な
い
で
い
る
。
立

候
補
を
決
意
す
る
た
め
に
、

自
分
が
地
域
の
選
挙
人
に
ど

の
程
度
の
支
持
を
受
け
て
い

る
の
か
知
り
た
い
状
況
。
あ

る
い
は
今
回
限
り
で
勇
退
す

る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え

て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
ど
の
項

目
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

当
面
、
町
長
と
し
て
や
る
べ

き
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
の

み
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
町
政
を
考

え
る
住
民
感
情
か
ら

す
る
と
、
決
意
の
時
期
と
い

う
の
が
色
々
と
遅
い
の
で
は

と
い
う
話
も
聞
く
、
公
職
選

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
長
部
局
の
方
針

に
従
い
お
互
い
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

　

湧
水
町
森
林
整
備
計
画
に

つ
い
て

挙
法
で
は
特
に
規
制
さ
れ
て

い
な
い
の
で
問
題
は
な
い
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
再
度
答
弁

を
求
め
ま
す
。

　

明
確
に
各
法
令
に

基
づ
い
て
態
度
を
示

す
の
は
、
立
候
補
届
け
を
し

た
時
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
増
大
す
る
維

持
管
理
費
は
、
自
治

体
経
営
上
将
来
の
財
政
負
担

を
考
え
て
、
公
共
施
設
の
再

配
置
推
進
計
画
の
検
討
樹
立

等
が
必
要
と
思
う
が
こ
の
と

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

必
要
性
は
あ
り
ま

す
。
後
世
の
方
々
に

迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
し
た
計
画
を
立
て

ここが

聞きたい！
ここが

聞きたい！

上水流　功  議員

次
期
町
長
選
挙
選
へ
の
考
え
を
伺
う

当
面
町
長
職
を
貫
徹
す
る
の
み
で
す

上
水
流

上
水
流

上
水
流

町
長

町
長

町
長

公
共
施
設
の
維
持
管
理

費
に
つ
い
て

教
育
長

総合的維持管理計画が必要な公共施設の一例

町営住宅 学校 町道（橋りょう）

消防詰所

地区体育館

地区公民館
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町
・
地
区
・
学
校

の
行
事
等
開
催
時
に

地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駐
車
場

と
し
て
使
用
し
て
い
る
が
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
完
成
後
は
、

駐
車
場
と
し
て
使
用
で
き
な

く
な
る
。
そ
こ
で
轟
橋
上
下

流
の
河
川
広
場
を
多
目
的
広

場
（
舗
装
）
と
し
て
整
備
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
つ
い
て
は
、
地
区

の
交
流
の
拠
点
施
設
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
排

水
処
理
等
の
施
設
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
本
年
度

に
お
い
て
改
修
工
事
を
行
う

予
定
で
す
。
整
備
後
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
排
水

処
理
の
構
造
上
、
駐
車
場
と

し
て
は
使
用
で
き
な
く
な
り
、

地
区
や
学
校
で
開
催
さ
れ
る

様
々
な
行
事
等
を
考
え
る
と

駐
車
場
の
確
保
も
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

河
川
広
場
に
つ
い
て
は
地
区

の
方
々
が
多
目
的
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
、
河
川
管
理
者

で
あ
る
国
土
交
通
省
に
そ
の

借
地
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う

か
協
議
を
進
め
、
そ
の
結
果

に
よ
り
整
備
を
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

河
川
の
活
用
策
と

し
て
町
が
カ
ヌ
ー
大

会
を
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
、
カ
ヌ
ー
競
技
の

普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
カ

ヌ
ー
の
艇
庫
等
を
河
川
広
場

に
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
い
ま
す
。　
　
　

　

本
町
で
は
、
栗
野

中
央
公
民
館
敷
地
内

に
あ
る
艇
庫
等
に
カ
ヌ
ー
を

配
備
し
て
い
ま
す
。
そ
の
カ

ヌ
ー
を
活
用
し
て
川
内
川
で

カ
ヌ
ー
大
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
競
技
等
の

実
施
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ

や
す
く
、
ま
た
、
危
険
を
伴

橋口　昌博  議員

轟橋周辺（川内川左岸）河川広場の活用について

河川管理者である国土交通省と協議を進める

橋
口

橋
口

町
長

う
た
め
十
分
な
準
備
や
体
制

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
本

町
で
は
経
験
者
が
少
な
く
指

導
者
や
競
技
者
に
よ
る
組
織

が
な
い
た
め
、
カ
ヌ
ー
競
技

を
普
及
推
進
す
る
体
制
が

整
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
カ

ヌ
ー
を
活
用
し
て
水
の
「
怖

さ
」
や
「
水
と
触
れ
合
う
楽

し
さ
」
を
体
験
学
習
さ
せ
る

こ
と
は
、
今
後
も
安
全
性
を

十
分
考
慮
し
、
関
係
者
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
な
お
、
艇
庫
等
の
施

設
整
備
に
つ
い
て
は
、
既
存

の
施
設
等
を
効
果
的
に
活
用

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長

轟地区グラウンド

轟の瀬
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こ
れ
ま
で
国
か
ら

経
済
対
策
交
付
金
、

き
め
細
か
な
交
付
金
等
で
本

町
も
多
く
の
施
設
整
備
、
地

域
の
総
合
的
な
整
備
が
完
成

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
年
間
多
く
の
大
会
が
開

催
さ
れ
る
栗
野
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、
大

会
開
催
前
に
な
る
と
地
元
業

者
に
お
願
い
し
て
転
圧
を
し

て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
栗
野
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

塔
之
原
団
地
は
造

成
整
備
が
な
さ
れ
10

年
以
上
が
経
っ
て
、
現
在
多

く
の
住
民
が
住
宅
を
建
設
さ

れ
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

河
川
側
の
側
溝
と
の
境
が
陥

没
す
る
よ
う
な
こ
と
が
何
回

か
起
き
て
い
る
が
、
造
成
は

安
全
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て

い
る
も
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
事
項
は

陥
没
し
た
箇
所
が
国

土
交
通
省
の
区
域
で
あ
る
た

め
周
辺
の
状
況
も
確
認
し
た

上
で
、
国
土
交
通
省
と
十
分

協
議
し
対
応
い
た
し
ま
す
。

場
の
整
備
に
つ
い
て
町
長
と

し
て
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
に
工
業

再
配
置
促
進
費
補
助

金
に
よ
り
、
栗
野
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
新
設
事
業
と
し
て

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
８
面
を
整

備
し
現
在
も
水
は
け
は
良
い

状
態
で
す
。
今
後
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
管
理
を
良
く
し
、
支
障

の
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

宮里　廣昭  議員

塔
之
原
団
地
造
成
整
備
は

宮
里

宮
里

町
長

町
長

湧水町栗野ゲートボール場の整備は

使用に支障のないようにします

城山ゲートボール場

河川側───→←───団地側
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人
口
減
少
や
過
疎

化
が
進
行
す
る
本
町

に
と
っ
て
、
今
後
さ
ら
に
増

加
す
る
と
推
測
さ
れ
る
空
き

家
に
つ
い
て
は
深
刻
な
問
題

に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。
所

有
者
が
管
理
で
き
な
い
空
き

家
が
増
加
す
る
と
シ
ロ
ア
リ

等
の
害
虫
、
地
震
等
に
よ
る

倒
壊
の
発
生
、
さ
ら
に
は
台

風
等
強
風
に
よ
る
固
体
物
の

飛
散
、
近
隣
住
民
に
と
っ
て

は
大
き
な
不
安
材
料
で
あ
る

と
思
う
。
空
き
家
調
査
も
実

施
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

空
き
家
対
策
検
討
会
等
の
協

議
会
を
設
置
し
、
国
の
「
空

き
家
再
生
等
推
進
事
業
」
な

ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
条
例

を
含
め
た
施
策
を
立
案
す
べ

き
と
勘
案
す
る
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ

い
て
は
、
そ
の
物
件

が
個
人
の
財
産
で
あ
り
所
有

権
、
各
種
の
財
産
権
が
あ
り

ま
す
の
で
、
管
理
に
つ
い
て

は
所
有
者
が
責
任
を
持
っ
て

管
理
を
行
う
こ
と
が
基
本
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、

防
災
・
防
犯
の
観
点
か
ら
空

き
家
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
危
険
な
空
き
家
に
つ

い
て
は
所
有
者
に
対
し
て
建

物
の
適
正
な
維
持
、
保
全
に

つ
い
て
お
願
い
し
、
所
有
者

不
明
の
物
件
に
つ
い
て
も
追

跡
調
査
を
実
施
し
、
同
様
の

体
制
を
執
り
ま
す
。
な
お
、

条
例
制
定
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。　

東
日
本
大
震
災
よ

り
１
年
以
上
経
過
し

て
い
る
が
、
こ
の
間
に
大
震

災
の
教
訓
を
生
か
し
、
全
国

の
小
中
学
校
で
は
学
校
と
し

て
の
防
災
計
画
の
見
直
し
と

防
災
教
育
の
強
化
が
実
施
さ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
本

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
、
防

火
防
災
計
画
を
立
て
、

指
導
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
東
日

池上　滝一  議員

学
校
防
災
計
画
に
つ
い
て

池
上

池
上

町
長

空き家の適正管理に関する条例制定は

所有者管理が基本であり考えておりません

教
育
長

本
大
震
災
後
に
は
各
学
校
、

危
険
を
予
知
し
、
安
全
な
行

動
が
で
き
る
よ
う
防
災
計
画

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
避
難
訓
練
実

施
ま
で
に
災
害
時
の
避
難
の

仕
方
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め

子
ど
も
た
ち
に
考
え
さ
せ
る

時
間
を
特
設
し
た
り
、
予
告

な
し
で
の
訓
練
を
実
施
し
た

り
し
て
危
険
意
識
を
高
め
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

　

高
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ

い
て

　

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

対策が望まれる空家
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え
び
の
吉
松
地
震

か
ら
44
年
経
過
、
大

地
震
を
体
験
し
た
世
代
の
多

く
が
高
齢
化
し
て
い
る
。
国

内
で
も
頻
繁
に
地
震
が
発
生

し
て
い
る
。
そ
こ
で
未
然
の

防
災
対
策
と
危
機
管
理
体
制

の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

湧
水
町
地
域
防
災

計
画
及
び
地
震
対
策
、

災
害
対
策
本
部
条
例
に
よ
り

危
機
対
策
体
制
を
定
め
、
災

害
対
応
に
当
た
り
、
地
域
ぐ

る
み
の
防
災
活
動
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
率
35
％
で

あ
る
。
高
齢
者
、
子

ど
も
達
を
安
全
か
つ
迅
速
に

避
難
誘
導
し
安
全
を
確
保
す

る
手
立
て
が
具
体
的
に
ど
こ

ま
で
出
来
上
が
っ
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

　

高
齢
者
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
要
援
護

者
及
び
そ
の
支
援
者
の
依
頼
、

登
録
を
地
域
と
共
同
で
進
め
、

座
を
開
催
し
、
国
・
県
の
主

催
す
る
各
種
研
修
会
へ
の
参

加
を
計
画
し
、
自
主
防
災
組

織
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

住
民
の
生
命
、
財

産
を
守
る
の
は
、
行

政
の
責
務
で
あ
る
。
人
的
支

援
、
財
政
支
援
ま
た
自
主
防

災
組
織
は
、
各
地
区
公
民
館

の
行
政
計
画
活
動
に
実
際
掲

げ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

毎
年
防
災
関
係
は
、

総
合
検
討
し
地
域
の

実
情
に
あ
っ
た
対
策
を
と
る

方
法
で
や
っ
て
い
る
が
完
全

で
は
な
い
。
問
題
の
な
い
方

法
で
や
っ
て
い
き
ま
す
。

緊
急
用
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布

す
る
な
ど
、
い
ち
早
く
避
難
、

救
助
体
制
の
確
立
を
図
り
ま

す
。

　

各
学
校
で
は
、
年

３
回
程
度
避
難
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。
危
機
管

理
と
し
て
は
、
各
学
校
ご
と

に
防
火
防
災
の
全
体
計
画
を

作
成
し
防
災
組
織
表
を
基
に

役
割
分
担
を
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
、
学
校
な

ど
に
自
主
防
災
組
織

の
体
制
が
出
来
上
が
っ
て
い

る
と
答
弁
さ
れ
た
が
実
際
訓

練
さ
れ
た
組
織
と
し
て
機
能

す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

避
難
対
策
と
し
て

は
、
各
学
校
、
大
雨

等
を
想
定
し
、
集
団
下
校
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際

の
場
面
で
行
動
で
き
る
よ
う

訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
に

つ
い
て
は
、
16
地
区

が
組
織
さ
れ
、
町
と
し
て
も

総
合
訓
練
の
実
施
や
出
前
講

森山　マスミ  議員

森
山

森
山

森
山

森
山

防災対策と危機管理体制は

自主防災組織活動に努める

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

（社）日本治山治水協会発行の「山地災害に備える」より抜粋
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む
ら
づ
く
り
実
践

方
策
の
多
く
の
要
望

は
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
吉
松
駅
の
裏
の
御
手

洗
支
線
な
ど
道
路
拡
張
や
側

溝
の
蓋
な
ど
の
要
望
。
川
添

地
区
の
水
の
里
構
想
な
ど
、

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
全
体

を
考
え
る
よ
う
な
議
論
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
は
ど
の
よ
う

な
考
え
を
も
っ
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

　

町
で
実
施
す
べ
き

道
路
に
関
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
軽
微
な
道
路

補
修
は
現
場
を
確
認
し
建
設

作
業
班
で
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
工
事
と
し
て
発
注
す
べ

き
も
の
に
つ
い
て
は
、
道
路

用
地
も
含
め
た
多
額
の
予
算

を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
道

路
の
現
状
を
踏
ま
え
、
優
先

順
位
を
決
め
て
、
次
年
度
ま

た
は
次
年
度
以
降
に
計
画
す

る
旨
を
区
長
会
に
お
い
て
個

別
に
文
書
に
よ
り
回
答
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
時
の

方
針
に
沿
っ
て
や
っ
て
お
り
、

緊
急
性
が
あ
る
も
の
は
区
長

会
に
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
的
な
冠
水
被
害
軽
減
対

策
な
ど
町
の
全
体
像
を
考
え

て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

土
地
の
問
題
も
地

域
で
了
解
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
拡
幅
が

無
理
な
ら
、
離
合
場
所
だ
け

で
も
良
い
そ
う
だ
が
、
行
政

か
ら
は
予
算
と
優
先
順
位
が

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
説
明
で
、

住
民
は
納
得
さ
れ
て
い
る
の

か
。
も
う
少
し
丁
寧
な
説
明

が
あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い

か
伺
い
ま
す
。

　

回
答
結
果
に
つ
い

て
詳
細
に
説
明
が
必

要
な
場
合
は
、
担
当
課
長
が

区
長
に
個
別
に
説
明
し
て
お

り
ま
す
。
要
望
が
あ
っ
て
も

住
宅
接
近
路
線
の
場
合
道
路

用
地
の
買
収
が
あ
る
場
合
、

鉄
道
と
交
差
す
る
ま
た
は
隣

接
す
る
路
線
の
場
合
、
年
次

的
に
整
備
す
る
計
画
が
あ
る

場
合
な
ど
整
備
に
時
間
を
要

し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

い
く
つ
か
の
地
区

で
、
延
べ
数
百
メ
ー

ト
ル
が
里
道
の
た
め
補
助
事

業
に
か
か
ら
ず
、
原
材
料
支

給
で
毎
年
区
間
を
区
切
っ
て

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

地
区
住
民
は
納
得
さ
れ
て
い

る
の
か
町
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。　

全
体
的
な
こ
と
を

考
え
た
場
合
、
こ
の

様
な
と
こ
ろ
が
数
多
く
あ
り
、

ま
た
財
政
的
面
を
考
慮
し
、

一
度
に
長
い
距
離
は
で
き
な

い
為
、
年
次
計
画
で
や
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

境田　公明  議員

境
田

境
田

境
田

むらづくり実践方策について

工事発注するものは優先順位を決める

町
長

町
長

町
長

道幅の狭いスクールゾーン（御手洗支線）

国道より鶴丸分団詰所入口
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町
道
・
農
道
・
水

路
等
に
お
い
て
町
で

管
理
す
べ
き
箇
所
・
地
域
或

い
は
農
業
団
体
等
で
管
理
す

べ
き
箇
所
等
区
分
け
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
最
近
維
持
管
理
に
つ
い

て
町
に
相
談
す
る
と
、
町
の

管
理
す
る
箇
所
で
は
な
い
の

で
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
と
い

う
答
が
返
っ
て
く
る
。
し
か

し
な
が
ら
水
路
が
土
砂
に
埋

も
れ
行
き
場
を
失
っ
た
水
流

が
路
面
を
洗
い
、
路
肩
を
崩

壊
さ
せ
る
等
、
形
態
は
様
々

目
を
向
け
た
面
的
判
断
が
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
、
担
当
職
員
等
に
指
導
を

徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
近
、
姶
良
市
が

鹿
児
島
中
央
駅
を
発

着
点
と
す
る
観
光
バ
ス
ア
イ

ラ
ビ
ュ
ー
の
運
行
を
始
め
好

調
と
聞
い
て
い
る
。
本
町
に

お
い
て
も
ふ
る
さ
と
バ
ス
等

を
活
用
し
、
湧
水
町
内
の
観

光
ポ
イ
ン
ト
を
め
ぐ
る
観
光

専
用
路
線
の
開
設
の
用
意
は

な
い
か
伺
い
ま
す
。
観
光
列

車
の
発
着
す
る
町
と
し
て
必

要
な
こ
と
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

ふ
る
さ
と
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
休
日
に

観
光
回
り
と
し
て
、
特
急

「
は
や
と
の
風
」
に
接
続
す

る
路
線
を
４
便
運
行
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
の
と

こ
ろ
平
日
は
通
常
ダ
イ
ヤ
で

の
運
行
の
た
め
車
両
の
余
剰

が
な
く
、
ふ
る
さ
と
バ
ス
を

活
用
し
た
観
光
専
用
路
線
の

で
あ
る
。
被
災
原
因
を
観
察

し
、
水
路
の
上
下
流
を
調
査

す
る
だ
け
で
町
の
管
理
外
で

す
。
と
、
に
べ
も
無
く
切
り

捨
て
ら
れ
な
い
案
件
が
か
な

り
見
受
け
ら
れ
る
。
町
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

私
の
指
導
の
不
徹

底
で
あ
り
教
育
が
足

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
災
害
箇

所
等
に
立
っ
た
時
、
目
の
前

の
被
災
箇
所
だ
け
点
で
と
ら

え
る
の
で
は
な
く
、
水
路
の

上
下
流
或
い
は
周
辺
全
体
に

開
設
は
難
し
い
で
す
が
、
観

光
回
り
の
乗
降
客
も
増
え
つ

つ
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
、
観

光
客
の
乗
客
を
図
る
上
か
ら

も
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

福島　勝男  議員

福
島

福
島

町道等の維持管理について

担当職員への指導を徹底します

町
長

町
長

湧
水
町
観
光
専
用
路
線
の

用
意
に
つ
い
て

行場を失った水流が路面を洗い
崩壊した法面の復旧状況

吉松駅前で乗客を待つ観光バス
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議案 提案理由等 結果

承認第１号

専決処分の承認を求めること
について（湧水町税条例の一
部を改正する条例の制定につ
いて）

地方税法及び国有資産等所在市町村交付金法の一部
を改正する法律が平成24年３月31日に公布され，同
年４月１日から施行されたことに伴い，所要の改正
を行うもの。

承認第２号

専決処分の承認を求めるこ
とについて（湧水町国民健
康保険税条例の一部を改正
する条例の制定について）

地方税法及び国有資産等所在市町村交付金法の一部
を改正する法律が平成24年３月31日に公布され，同
年４月１日から施行されたことに伴い，所要の改正
を行うもの。

議案第25号
工事請負契約の締結につい
て

轟小学校校舎耐震補強・大規模改造工事（建築工
事）についての工事請負契約を締結するため，地方
自治法及び湧水町議会の議決に付すべき契約及び財
産の処分に関する条例の規定に基づき，議会の議決
を求めるもの。

議案第26号
交通事故に係る和解及び損
害賠償の額の決定について

公用車による交通事故に関し，和解を成立させ，損
害を賠償するため，議会の議決を求めるもの。

議案第27号
平成24年度湧水町一般会計
補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ973万８千円
を減額し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
67億4627万１千円とするもの。

議案第28号
平成24年度湧水町水道事業
会計補正予算（第１号）

人事異動に伴う人件費の調整が主なもの。

承　認

承　認

原案可
決

原案可
決

原案可
決

原案可
決

　第１回臨時会は５月22日に招集され，１日間の会期で開催されました。
　今臨時会では，一般会計，水道事業会計の補正予算がそれぞれ上程され，原案のとお
り可決しました。
　また，法改正に伴う税条例等の専決処分２件を承認し，轟小学校校舎耐震補強・大規
模改造工事（建築工事）に伴う工事請負契約の締結について，交通事故に係る和解及び
損害賠償の額の決定についての議案についても原案のとおり可決しております。

平成２４年 第１回臨時会
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議会の動き（平成24年４月 ~６月）

　

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

国
内
各
地
に
お
い
て
豪
雨
災

害
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
後
片

付
け
の
様
子
を
見
る
た
び
平
成

18
年
の
水
害
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
90
年
間
の
悲
願
で
あ
っ
た

阿
波
井
堰
の
本
体
工
事
が
秋
の

取
入
れ
後
か
ら
始
り
ま
す
。
計

画
で
は
27
年
完
成
見
込
み
で
あ

り
一
日
も
早
く
水
害
が
な
く
、

安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
町
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
民
の
皆
様
に

わ
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
、
読

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
広
報
誌

作
り
に
努
め
ま
す
。

（
森
山
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長

仮
屋　

良
二

副
委
員
長

境
田　

公
明

委

員

綾
織
ま
ち
子

同

宮
里　

廣
昭

同

森
山
マ
ス
ミ

４月

４日 水 ・広報委員会　※26日まで
６日 金 ・小中学校入学式
８日 日 ・町吉松・栗野地区　馬頭観世音祭
９日 月 ・幼稚園入園式
10日 火 ・議員全員協議会
13日 金 ・転入職員宣誓式及び歓迎会
15日 日 ・栗野高原ランニング大会
20日 金 ・第21回姶良地域春季畜産共進会
21日 土 ・高齢者訪問給食サービス事業毎日型実施に於ける出発式
23日 月 ・議員全員協議会
25日 水 ・経済常任委員会
27日 金 ・鹿児島県県政説明会

５月

12日 土 ・福岡湧水会総会

13日 日 ・平成24年度川内川水防演習
・関西栗野会　総会※14日まで

15日 火 ・第２回議会報告会　※18日まで

16日 水 ・第２回議会報告会
・県町村議長会　臨時総会及び議員研修会

17日 木 ・第２回議会報告会

18日 金 ・第２回議会報告会
・環霧島会議

５月

20日 日 ・幸田小学校校舎落成式
21日 月 ・議会運営委員会

22日 火 ・議員全員協議会
・第１回議会臨時会

29日 火 ・全国町村議会議長会　議長・副議長研修　※30日まで
31日 木 ・議員全員協議会

６月

５日 火 ・議員全員協議会
・議会運営委員会

10日 日 ・中部湧水会総会　※11日まで
11日 月 ・議会運営委員会

13日 水
・議員全員協議会
・第２回議会定例会　本会議
・議会運営委員会

14日 木
・議員全員協議会
・第２回議会定例会　本会議
・各常任委員会　※20日まで

17日 日 ・関東湧水会総会　※18日まで

26日 火
・えびの自衛隊存続期成会要望会　※27日まで
・平成24年第１回伊佐湧水消防組合議会臨時会
・県際広域バス対策協議会総会

29日 金 ・第２回議会定例会　最終本会議
・広報編集委員会

※その他各種会議等に出席しております。

未来館の長期包括運営委託について , 先進地研修 町夏祭り総踊りパレードに皆さんと参加

活動紹介

伊佐北姶良環境管理組合議員


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14

